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はじめに

　一般社団法人全国農業改良普及支援協会では、国際水準

GAPガイドラインの普及促進を図るため、農林水産省補助

事業により、令和４年度より「国際水準GAPガイドライン

普及研修」を実施しています。

　このたび、今年度事業の一環として、GAP指導に関わる

皆様への参考指導資料として、今年度標記研修受講者に協

力願い、普及指導員や JA営農指導員による管内及び広域で

の現地活動におけるGAP指導事例集を作成いたしました。

　GAP指導に関わる指導資料として、活用の程、お願いい

たします。
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柿産地における「ぎふ清流GAP」の指導活動（岐阜県大野町）
所 属 岐阜県農政部農産園芸課ぎふ清流GAP推進係（岐阜市駐在） 普及指導員活動事例

主な活動内容

指導先の概要

１　ぎふ清流GAPへの取組
　（1）柿産地の高齢化・担い手の不足により産地が年々縮小傾向。持続可能な柿生産を継続

実施するには、GAPの手法、考え方が不可欠。
　（2）柿産地を維持していくため、「経営改善による計画的で安定した柿経営」を推進してい

く必要。
　(3）柿の安全・安心を市場等、外部へ PRしていく必要。
　・(1) から (3) の理由により、大野町柿振興会（以下、振興会）において、ぎふ清流GAP
への取組を振興会役員及び技術部会員を中心に実施。

２　GAPの概要、取組方法について振興会に対して情報提供。
３　ぎふ清流GAPの評価を受けるための個別支援を実施。

・G A P の 種 類：ぎふ清流GAP
・評 価 実 施 年：令和４年～令和６年
・品　　目　　名：柿
・評価を受けた面積：12.4ha
・G A P 評 価件数：令和４年：ぎふ清流GAP農場評価　３件

令和５年：ぎふ清流GAP農場評価　３件
ぎふ清流GAP組織評価　１件

令和６年：ぎふ清流GAP農場評価　４件

・振興会の会員（生産者）数は 342 戸、栽培面積は 118ha で、JA共販による市場出荷が中心。
・振興会技術部会は、柿の栽培技術向上に関する地域の代表で組織された部会で、GAPの取
組の中心となり、GAPを実践している。
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活動、指導のポイント

１　ぎふ清流GAPへ取り組む目的を明確化
・GAP取組の目的を「経営改善による計画的で安定した柿経営」とし、振興会役員会、振興
会技術部会に対し、ぎふ清流GAPへの取組について情報提供した。

２　振興会役員、技術部会員を中心にGAPの取組を推進
・JAと連携し、振興会役員会、月１回開催される技術部会でGAPの取組による経営改善効果、
どのようにGAPに取り組むのか具体的に説明。
・振興会役員、技術部会員を中心に R4から年間３人程度、ぎふ清流GAPの評価を受けるよ
う誘導、GAPの取組の個別支援を実施。
・R5 に事務局（JA）が、「振興会」として組織評価を受け、ぎふ清流GAPの取組が本格化
した。

３　末端の会員へのGAPに関する情報提供
・振興会の会員数は 300 名以上と多く、末端の会員にまでGAPの取組について周知する必
要があり、月１回配布される柿管理報にGAP取組に関する情報を毎回記載し全会員へ配布
した。
・年１回発行される振興会機関誌に、GAPの取組による経営改善の例を記載し、全会員へ配
布・情報提供を行った。

農場評価の様子 危険個所の表示の説明
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作業場の巡回による異物混入防止対策（JA西三河いちご部会）
所 属 愛知県西三河農林水産事務所　農業改良普及課　西尾駐在室

主な活動内容

指導先の概要

JA 西三河いちご部会では過去に発生した異物混入の再発防止対策として、部会役員、JA
の指導員及び県農業改良普及課から「巡回チーム」を結成し、部会員全員のパック詰め場の
巡回指導を行っている。２年周期で全ての部会員を巡回できる仕組みとしており、部会役員
と巡回チームがチェックシートを用いて確認するとともに、巡回した箇所を写真にとって記
録している。この取組を開始して以降、異物混入クレームは起きていない。また、巡回指導
において記録した写真データについては、新規就農者への事例紹介などにも活用されている。

GAP の種類：　－
認証の取得年：　－
品　目　名：イチゴ
面　　　　積：18ha

部会員 80 名で県下トップレベルの販売金額を誇る産地であり、名古屋市場を中心に県内
外に出荷を行っている。集荷は各部会員がパック詰めしたものを JA集荷場に持ち込み、担
当部会員が検査員となり出荷検査を行った上で市場に出荷している。
産地規模維持に向け、令和元年度より「いちごスクール」を開講し、毎年新規栽培者を確
保している。現在まで 19 名が就農し、産地規模の維持がされ若手生産者が増えている。収
量向上に向けスマート農業などにも積極的に取り組み、成果を上げている。

普及指導員活動事例

いちごスクールの様子
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パック詰め巡回の様子 写真確認の様子

活動、指導のポイント

【取組の特徴】
・巡回で使用するシートは愛知県版GAPである「やろまいシート」の食品安全に係る部分等
をもとに JA、普及課が作成。
・巡回は部会役員、JA、農業改良普及課がチームを組んで実施。
・毎年半数の部会員を対象に巡回を行い、２年周期で全部会員のパック詰め場を巡回（取組
の継続性を優先）
・撮影した写真は巡回後に部会役員全員で確認し、指摘漏れがあれば担当役員が個別指導。

【取組の成果】
・取組以降、異物混入クレームは起きていない。
・掲示などに利用されていた「画鋲」は使用されなくなり、蛍光灯から LEDへの切り替えが
進む。
・巡回で撮影した写真は、「いちごスクール」の研修生の事例集としても活用。

【今後の課題】
・優良事例の周知、作業性の評価など部会内での活用方法の検討するなど取組のマンネリ化
防止が必要。
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農作業安全指導 熱中症に留意しながらほ場を観察

水稲栽培における熱中症対策指導（舞木環保米組合）
所 属 愛知県西三河農林水産事務所農業改良普及課岡崎駐在室

主な活動内容

指導先の概要

舞木環保米組合は、岡崎市東部で化学肥料、化学農薬の使用量削減に取り組む水稲生産者
の団体である。除草剤を極力使用しない栽培方法を実践しているため、刈払機による夏季の
草刈り、手取り除草を実施しているため、作業中に熱中症となるリスクがある。加えて、単
独作業が主体となるため、農作業事故発生時の対策の遅れが懸念される。そのため、栽培研
修会において、GAP指導員による熱中症対策や、農作業安全の注意喚起を行っている。

GAP の種類：　－
認証の取得年：　－
品　目　名：水　稲
面　　　　積：63a

高齢化に伴い、会員は減少傾向で、令和７年現在、会員２名が緑肥（レンゲ）を活用する
ことで、化学肥料削減、化学農薬削減の取組を実施している。生産物は、JAグループ愛知が
取り組む環境負荷低減農産物認証である「いきいき愛知」を取得した生産物として出荷され
ている。会員は小規模経営体であるため、環境負荷低減と経営性を維持することが重要である。

普及指導員活動事例

6
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活動、指導のポイント

【指導のポイント】
・夏季作業時の熱中症、農業機械による事故は被害が大きく、頻度が高いリスクである事を
強調。
・県内での死亡、重傷事故の経緯を紹介し、事故の防止、被害の低減に必要な行動を考える
機会を創出。
・GAP指導員が実践している熱中症防止方法を紹介し、実施可能な対策から行う事の重要性
を強調。

【取組の成果】
・令和６、７年度において熱中症による被害の報告なし。
・空調服の活用、こまめな水分補給など熱中症対策の意識が醸成された。

【今後の課題】
・農作業事故発生リスク低減に取り組む意識の醸成。
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ホクレンにおけるGAP認証支援の取組
所 属 ホクレン農業協同組合連合会 内部統制管理部／山田将崇 県域活動事例

主な活動内容

JA グループは、持続
可能な農業経営の確立に
向けて、営農活動のリス
ク管理および経営改善の
強化し、営農を発展させ
ていくため「よりよい営
農活動」～ GAP 手法を
活用した営農の実践～を
グループ全体の取り組み
として拡げげていくこと
を方針としている。
JA グループ北海道は、
全国の取り組みに準じて
方針を「国際水準 GAP
に取り組む」と整理し、
将来的な目指す姿の実現
に向けて取り組んでいくこととしている。
ホクレンは、JAグループ北海道の一員として「国際水準GAPをする」「人材育成」「GAP
認証をとる」の３つの事項からなる「国際水準GAPに取り組む」を推進している。
みどりの食料システム戦略を踏まえた環境負荷低減と農業所得向上の両立へ向けた取り組
み「ホクレン SDGs 方針」では、「産地におけるGAPの導入と運用支援」を重点取組項目の
ひとつに設定し、「国際水準GAPに取り組む」を SDGs の取り組みと一体的に実践・推進し
ている。
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YouTube
系統GAPCL 編

YouTube
GAP概論 ･
GH農場評価
制度編

指導先の概要

活動、指導のポイント

《「GAP認証をとる」の取り組み事例》
GAP の種類：JGAP ( 団体 )
認証の取得年：令和７年
認証農場名：MORE ベジット
事   務   局：ながぬま農業協同組合
　　　　　　　青果部 青果課
品   目   名：はくさい
対象農場数：９農場

令和６年春より、ながぬま農業協同組合 (JA ながぬま )の認証取得支援事業を開始した。
支援事業には、農業改良普及センターより普及指導員も参加した。
実地支援として、マニュアル制作の指導や生産者勉強会（リスク評価）、模擬内部監査（OJT）
など、事務局の取り組み進捗に応じたプログラムの提案により実施した。
リモート支援として、マニュアルや記録・帳票類の検証、監査・審査までの準備項目の洗
い出しやスケジュール策定の指導を実施した。
MOREベジットは、JAながぬまの青果物生産組織を生産者および JA職員職員の運営に係
る負担軽減と業務の効率化を目標に再編された協議会として、GAP手法を活用した営農の実
践と継続的な改善活動に取り組もうとしている。

《GAPの理解醸成へ向けた取り組み》
　・系統職員が「よりよい営農活動」～GAP手法を理解し生産現場での自己点検・検証・改
善活動を円滑に進めるための「JAグループ北海道GAPセミナー」を開催している。

　・「系統GAPチェックリスト (生産者自己評価 )」を制作、品目対策本部委員会へ提供す
ると共に運用支援に努めている。

　・GAP概論やGH農場評価制度の理解、系統GAPチェックリストの解説について「GAP
動画学習プログラム」を制作・公開している。

《GAP認証をとるの支援～団体認証取得 JAのアフターフォロー》
　・認証の維持・更新に係る課題や効果的な取り組みの共有を通じて、改善や効率化の契機
とするための情報交換会を開催し、アフターフォローの体制構築に努めている。

9

26010588-改良普及_GAP指導事例_本文10.indd   9 2026/03/23   13:28



「みやぎGAP推進アドバイザー」による県内での指導活動
所 属 宮城県農政部みやぎ米推進課 県域活動事例

主な活動内容

指導先の概要

・本県運営の基本的な指針である「新・宮城の将来ビジョン」実施計画に掲げるGAPの推進
に向け、関係団体等と取組を円滑に推進するため「宮城県GAP推進会議」を設置、運営し
ている。
・国際水準相当のGAPに取り組む、あるいは取り組みたい農林業者の課題解決に必要な助言・
指導を行う「みやぎGAP推進アドバイザー」を設置し、派遣している。
・消費者や実需者の食の安全に対するニーズへの対応や、生産者の農業生産活動の持続性を
確保するため、「みやぎ農場GAP取組支援制度」を創設し、生産者の取組を支援している。

GAP の種類：JGAP
認証の取得年：令和８年８月予定
品　目　名：いちご
面　　　　積：110a

・輸出にも取り組む当該いちご生産法人から、第三者認証GAPの取得に関し県へ相談があっ
たため、担当農業改良普及センター職員とともに聞き取りを実施。
・みやぎGAP推進アドバイザーを派遣し、取得までの流れや取得によるメリット等、法人の
意向に沿った助言・指導を実施。

みやぎGAP推進アドバイザーによる指導
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活動、指導のポイント

《国際水準GAPの取組拡大》
・県内各農業改良普及センターと協力して生産者のGAPに係る要望や相談内容を共有し、必
要に応じて「みやぎGAP推進アドバイザー」を派遣している。
・農業改良普及センターに配置されているGAP指導員等による現地指導を通じて、生産者の
国際水準GAPへの理解度を高めている。
・みやぎ農場GAP取組支援制度では、国際水準GAPガイドラインに準拠した実践点検シー
トを用いて生産者のGAP理解度の向上を図るとともに、「するGAP」を推進している。
・生産者のGAPに関する理解醸成を図るため、研修会等を開催し理解度を深めてもらうとと
もに、県や関係団体の支援体制を紹介している。

《GAP指導員の育成・指導力向上》
・関係団体と協力し、GAP指導員の資格研修会を企画・開催して指導員の育成を図っている。
・認証取得農場の内部審査や本審査を研修会に位置付けて普及指導員等に公開し、GAP指導
員の指導力向上を図っている。

《国際水準GAPの周知及び認知度向上》
・GAP 教育の推進のため、県内農業高等学校２校に対し、GAP 認証取得及び維持に向け、
内部審査における指導者派遣や審査対応支援を行っている。
・消費者のGAPに関する理解を促進するため、大手量販店等においてGAPの取組理解促進
にかかる PRや GAPに取り組み生産した農産物の販売会を行っている。

生産者向けGAP研修会の開催

消費者交流会でのGAPの PR

模擬審査を活用した指導者養成研修

大手量販店でのGAP農産物販売会
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団体認証事務局における構成員への指導活動
所 属 グリーン近江農業協同組合　営農事業部　特産課

主な活動内容

指導先の概要

JGAP 認証団体事務局として、構成員への取組内容の説明や現地指導、作業記録等の書類
作成の補助、内部監査・審査の立ち会いなど、団体事務局としての業務と内部監査員や現場
営農指導員の指導とサポートを実施。

GAP の種類：JGAP
認証の取得年：2025 年
品　目　名：キャベツ・玉葱
面　　　　積：キャベツ：約 3,330a
　　　　　　　玉　　葱：約 209a

県域活動事例

現場指導の様子

12
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活動、指導のポイント

《外部講師による団体認証に関する研修の実施》
JA 全中の職員を外部講師として招聘し、構成員へのGAPの必要性等に関する研修を実施。
その後、希望者によるGAPの取組を開始した。JGAPの団体認証における管理点と適合基準
に関する書類の作成や必要事項について、事務局で整理、準備し、構成員へ配布を行った。
構成員は当該書類を用いて取組を進め、事務局がその取組への指導を行った。
併せて、研修を受けて、団体事務局における内部監査指導補佐役や内部監査員について増
員を行い、同様に JGAP の団体認証における管理点と適合基準に関する理解と知識の習得を
行った。

《団体事務局として活動する上でのポイント》
団体事務局として活動していく中で、各関係機関やGAP指導員等も含めて１人ではなく、
複数人でGAPの指導に取り組むことが重要。
特に、JGAP の団体認証の取得に取り組む際には、団体事務局及び構成員にとって、お互
いに初めての取組であったため、当初は、構成員から、GAP 取組に対する不安や必要性への
疑問などが見受けられた。
団体事務局として指導するに当たって、まずは、GAPに対するネガティブなイメージを払

拭することを目標に、構成員との会話を重点的に行い、GAPを身近なものと捉えてもらえる
よう、普段の取組をベースにできるところから改善していく、といった形で柔軟な指導を行い、
指導側もGAPについて勉強しながら、お互いにGAP認証の取得に向けて準備を行った。
実際に、内部監査や審査を受けて、不適合が付いてもそれがダメなことだと認識するので
はなく、不適合が付いたら改善すれば良いというように、団体事務局としても構成員として
もポジティブに受け止めて、指導や取組を行い、JGAPの団体認証を取得した。

認証審査の様子

13
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「美味しまね認証」取得を計画的に進める調査票（２シート）の開発
所 属 島根県農林水産部農業技術センター

主な活動内容

指導先の概要

GAP認証を目指す生産者を対象に、指導者が初回面会時に使用する「経営概況調査票」と「年
間スケジュール表」を作成し活用している。指導者が経営概況と作業工程を把握でき、効果
的な支援を行うことができた。

１　経営概況調査票
資材、所有機械、雇用状況など、認証に必要な情報と認証基準の適合状況を把握し改善が
必要な点を明確にできる。

２　年間スケジュール表
作業工程が月ごとに整理できることと認証決定日
(年４回 )を併記したことで「いつまでに何をすべきか」
を明確にし、認証に向けた準備のタイミングを把握し
やすくしている。

GAP の種類：美味しまね認証（島根県GAP認証制度）
認証の取得年：
品　目　名：
面　　　　積：

県域活動事例

※新規取得を目指す
　複数経営体で指導
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活動、指導のポイント

・２つのシートを活用することで、認証取得に向けた準備が効率化し、指導の質を向上させ
ることができる。
・経営概況調査票
資材管理の改善点、作業記録の不足、機械設備の整備状況、雇用管理の課題など、現状の
問題点を明確にでき、記録の不足や基準との差異を早期に発見でき、優先順位をつけた改善
指導が行いやすくなる。
・年間スケジュール表
生産工程を時間軸で整理することで、工程を実感しやすく、作業の標準化や工程見直しの
必要性が理解できる。特に認証決定日 (年４回 )を明記したことで、認証準備を計画的に進
められ、生産者と指導者が共通の目標時期を意識した取り組みがしやすくなる。
・まとめ
この結果、認証取得までの準備期間の短縮や取組の質が向上し、生産者の意欲向上や自立
的な管理体制の構築にも大きく貢献することができる。
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「令和６年度GAP指導事例」はコチラ
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